
税務会計論Ⅰ 　科目ナンバリング　ACC-303
　　選択必修　　2単位

土幸　泰樹

1. 授業の概要（ねらい）
　税務会計とは法人税等の課税所得を計算するための会計であり、一般的には制度会計の一類型として理解されていま
す。わが国の企業は確定した決算を基に法人税法上のルールに則った課税所得を計算し法人税の申告を行っています。
本講義ではまず確定した決算の基となる企業会計について学ぶことで法人税課税所得計算の基礎を習得します。

2. 授業の到達目標
・企業会計に関する理解をします。
・決算書について理解します。
・法人税の計算基礎について理解します。

3. 成績評価の方法および基準
授業への貢献度を20％程度、レポートを80％程度にして評価します。

4. 教科書・参考文献
教科書
成田秀男[監修]坂本雅士[編著]　現代税務会計論　中央経済社
参考文献
岩﨑健久・平石智紀　レクチャー財務諸表論　中央経済社

5. 準備学修の内容
前回の講義の復習を中心としてテキストを読み込んでください。

6. その他履修上の注意事項
テキストを持参してください。
税制改正情報は常に目を通すようにしてください。
私語は厳禁です。毎回出席して下さい。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション

税務会計の意義について解説をします。
【第２回】 企業会計の概要について解説をします。
【第３回】 企業会計の経済取引及び簿記について解説をします。
【第４回】 損益会計について解説をします。
【第５回】 財務諸表の概要について解説をします。
【第６回】 貸借対照表の概要について解説をします。
【第７回】 損益計算書の概要について解説をします。
【第８回】 税務会計の沿革について解説をします。
【第９回】 課税所得の計算構造（１）

確定決算主義について解説をします。
【第10回】 課税所得の計算構造（２）

企業会計と課税所得計算について解説をします。
【第11回】 課税所得の計算構造（３）

別段の定めと租税特別措置法について解説をします。
【第12回】 課税所得の計算構造（４）

税務調整について解説をします。
【第13回】 課税所得の計算構造（５）

益金の範囲について解説をします。
【第14回】 課税所得の計算構造（６）

損金の範囲および資本等取引について解説をします。
【第15回】 総まとめを行います。


